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平成２８年度の活動予定（新たな取り組み等） 

平成２８年 ３月２４日

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会

資料６

新潟県部会 

富山県部会 

石川県部会 
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平成２８年度の活動予定（新たな取り組み等） 

 

 

 

 

 

 
 

平成２８年 ３月２４日

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（新潟県部会） 

○ (一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部

・今年度から継続した活動を予定

○日本建設業連合会北陸支部

・土木学会新潟会との共催で小学校高学年を対象にした「親子工事見学会」について

・「市民現場見学会」について

○(一社)新潟県地質調査業協会

・県内土木系高等学校において地質調査技術に関する授業協力

○新潟県立新潟工業高等学校

・資格取得・技術力向上の取組について

○新潟県教育庁高等学校教育課

・県立専門高校メッセの開催

・インターンシップ、デュアルシステムの実施

○(一社)新潟県建設業協会

・工業高校生を対象に「２級土木施工管理技士学科試験準備対策講習会」を実施     

・小学生を対象にした「現場見学会」の拡大実施

○（一社）日本道路建設業協会北陸支部

・来年度についてもインターンシップの取り組みを充実していく予定

○北陸地方整備局

・ＭＰレーダ見学（富山出張所）の要望  （北陸技術事務所） 

・平成 28 年度活動計画(案)の策定並びに調整 等 （高田河川国道事務所） 

・千曲川直轄改修１００周年に関する活動 等  （千曲川河川事務所） 

・橋梁点検実習      （長岡国道事務所） 

・鷹ノ巣道路の工事現場での中学生を対象とした現場見学会等  （羽越河川国道事務所） 

資料６ 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

P8 

P9 
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

今年度の取り組みを基にして、継続した次の活動を予定しております。 

① 建設コンサルタントＰＲ冊子「建設コンサルタントってどんな仕事」を北陸支部管内

の建設系大学等９校に配布し、学校からの要望に基づき、「建設コンサルタントの業務」

「キャリアプラン」等について説明会を継続して実施する予定

② 平成１６年から「社会貢献活動」の一環として、北陸支部管内の小学校、中学校へ「出

前講座」のチラシ等を配布し、学校からの依頼に基づいて出前講演を行っており、

平成２８年度も継続して実施する予定

③ 北陸支部会員各会社において、平成２８年度もインターンシップの受入れの募集を

行い、建設コンサルタント業務などの実習・体験など行ってもらう予定

④ 今年度と同様に、乗船体験をしながら、信濃川から見た「やすらぎ堤」「萬代橋」など

を見学する「親子で見学会」を開催する予定

⑤ 北陸支部主催の「業務・研究発表会」に、今年度と同様に学生からの講演を予定して

おり、北陸支部管内の建設系の大学等にも聴講案内を行う予定

⑥ 今年度、現在制作中の第２弾「建コンＰＲ動画」についても、第１弾同様に行政機関

の後援をいただき、チラシ等を北陸支部管内の高等学校に配布する予定

⑦ 建設コンサルタントをＰＲする冊子の整備並びに第３弾の動画製作を予定

⑧ 建設コンサルタンツ協会本部が作成した大学生向けリーフレット及びポスターを活用

して、関係大学等へ広く広報する予定

⑨ 今年度と同様に、学校からの要望に基づいて、講演会や講師の派遣等を行う予定

⑩ 今年度と同様に、担い手確保・育成促進協議会、行政機関等と連携して、現場見学会、

講師派遣等を行う予定
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：日本建設業連合会北陸支部 

① 土木学会新潟会との共催で小学校高学年を対象にした「親子工事見学会」について

は、引き続き今年も実施することとしています。

見学場所については、６月頃に選定することとし、特に親の理解が深まるような企

画を検討していきます。

② 「市民現場見学会」については、担い手協新潟部会の計画に基づき、今年度は新潟

大学の学生が対象になりますが、引き続いて富山、石川方面の見学会も検討してい

きます。

3



平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：(一社)新潟県地質調査業協会 

県内土木系高等学校において地質調査技術に関する授業協力 

○ 授業協力の高等学校は調整中

○ 授業内容(予定)

・ 地質調査の目的とその調査内容

・ ボーリング調査の概要(映像等を活用)

・ 各種現位置試験の概要と実施

・ 土質試験の概要(映像等を活用)

4



議題及び報告事項（※自由様式） 

機関名：新潟県立新潟工業高等学校

件名 

資格取得・技術力向上の取組について 

要旨 

①資格取得に向けた支援について

建築土木系の資格取得は授業中の指導だけでは難しい。技術者から資格取得の指導をお

願いしたい。 

（主な資格） 

・測量士補、土木施工管理技士、建築施工管理技士、管工事施工管理技士等

・ 

5



平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名：新潟県教育庁高等学校教育課 

１ 県立専門高校メッセの開催 

  期 日：平成 28 年８月 23 日(火) 

  会 場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター） 

  内 容：来場者が体験等をとおして、興味・関心や理解を深めることができる企画と

する。 

  出展者：専門高校、総合高校、上級学校、企業・団体等 

２ インターンシップ、デュアルシステムの実施 

  各学校の計画、参加生徒の希望状況等により、研修協力を依頼する。 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：一般社団法人新潟県建設業協会 

平成２７年度の取組みを継続するとともに、下記について新たに取り組む。 

１．工業高校生を対象に「２級土木施工管理技士学科試験準備対策講習会」を実施 

当会では、若年者の建設産業への入職促進を図ることを目的に、富士教育訓練セン

ターの協力を得て、夏休み期間等を利用した「２級土木施工管理技士学科試験受験対

策講習会」を実施し、在学中の資格取得を支援する取り組みを試行する。 

【２８年度試行の取組み】 

・対象学校：新潟県立新潟工業高校を予定

・参加者数：２０人以上

・実施時期：平成２８年８月の夏休み期間中の３日間

・負 担 額：自己負担額 9,000 円（税込）を予定

（テキスト持参の場合：7,000 円（税込）を予定）

※受講生へのアンケート、学科試験合格率の確認及び受講生の自己負担のあり方、

試行結果等を踏まえて、平成２９年度以降の実施方法を決定する。

２．小学生を対象にした「現場見学会」の拡大実施 

小学校では、様々な体験を通して勤労観・職業観を育むとともに、身近な仕事への

関心と地域社会とのつながり等を考えさせる取組みの「キャリア教育」を推進してい

る。 

ものづくり産業を支える「人づくり」に取組む当会では、これに協力し、小学生等

が、社会資本整備の重要性とその使命、価値に対する理解を深めることを目的に、平

成２０年度から現場見学会を実施している。 

２８年度は対象学校を県内全域の小学校とし、また、毎年度、多くの学校から申し込

みがあることから、実施校数を拡大して実施する。 

【２８年度の取組み】 

・対象学校：新潟県内の小学校

・実 施 数：６校以上

・見学箇所：大河津可動堰・信濃川大河津資料館

様式－２ 

6
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：（一社）日本道路建設業協会北陸支部

・来年度についてもインターンシップの取り組みを充実していく予定
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：北陸技術事務所 

●ＭＰレーダ見学（富山出張所）の要望

・富山大学 大学院理工学研究部 環境・エネルギー学域 地球環境システム学系

安永数明（ヤスナガカズアキ）教授より要望。

「富山防災センターの見学に加え、水橋サイトのＭＰレーダ見学（観測原理や目的

の紹介等）を含めることは可能か。」 

・こちらからは対応可能と回答。

（ＭＰレーダの説明は本局職員が対応することで調整済み）

・安永教授より回答。

「来年度の授業計画を立て、見学できる日程が確保できそうなら、再度、相談させて

ほしい。」 

－以 上－ 
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：高田河川国道事務所 

・平成 28 年度活動計画(案)の策定並びに調整

   新潟県建設業協会上越支部並びに新潟県上越地域振興局と協議中。今後、上越総合技

術高等学校並びに高田農業高等学校と行事予定の調整を行う予定。 

・事業広報関係資料の作成

関川、姫川河川事業並びに糸魚川地区橋梁架替事業を対象に説明資料を作成中。 

・平成 28 年度姫川・関川総合水防演習における建設業等協会団体の参加

北陸地方整備局主催の総合水防演習に地元建設業協会が参加・PR 
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：千曲川河川事務所 

 千曲川・犀川ふれあい絵画コンクール（小・中学生対象）の実施

 信州環境フェアへの参加予定

 総合学習

 中学校での水生生物調査

 夏期実習生の受け入れ

 千曲川直轄改修 100 周年に関する活動

11



平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：長岡国道事務所 

【塩沢商工高等学校】 

◆橋梁点検実習（新たな取り組み）

１．目的 

高度経済成長期に建設された社会資本整備の長寿命化対策は、今後の土木業界にお

ける課題のひとつである。そこで、補修技術を含めた維持管理業務に興味関心を持

ち、対応できる人材の育成を目的とする。 

２．特長 

  若手技術者の参加により下記の特長を有する。 

１）キャリア教育の視点

・若手土木技術者との交流により、進路を考える機会を提供したい。

２）コミュニケーション力の向上

・土木工事は、受発注者及び地元等の協力が欠かせない。また一人で考えるので

はなく会社（チーム）として対応できるなど、若手技術者とのグループ討議等

も含めた実習を通じて、コミュニケーション力を身につけて欲しい。

３．具体の内容（素案） 

１）橋梁補修（事前学習）

維持管理計画／損傷及び原因／補修方法／点検方法

２）橋梁点検（現地実習）

現地にて橋梁点検を実施／点検結果まとめ／補修方法の提案（グループ討議）

・キャリア教育やコミュニケーション力向上の視点も含め、塩沢商工高等学校新３年 

生（土木系科目を履修する７名）と業者（建設会社、コンサルタント）の若手技術 

者、長岡国道の若手職員で、橋梁補修をテーマに実習を行う予定。 

12



平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：羽越河川国道事務所

・鷹ノ巣道路の工事現場を対象として、地元の小中学校に現場説明会を予定。

・連携校（新発田南高校）へ継続的に現場見学会を開催予定。

13





平成２８年度の活動予定（新たな取り組み等） 

 

 

平成２８年 ３月２４日

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（富山県部会） 

○ 北陸地方整備局

・大学カリキュラムの連続講座の開設・建設系高校における講座の開設等

・黒部河川事務所の活動予定

・利賀ダム工事事務所の活動予定

○(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部

・平成 28 年度の活動予定

P15 

P16 

P18 

P21 

資料６
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◆大学カリキュラムの連続講座の開設 平成28年1月現在

H27実績 カリキュラム H27年度 H28年度

1回目 6月19日 地域の物語 富山河国（総論） 立山砂防（総論）

2回目 6月26日 個別事業 富山河国（道路） 富山河国（河川）

3回目 7月3日 個別事業 伏木富山（港湾） 立山砂防（砂防）

現場見学 7月10日 富山河国・伏木富山 立山砂防（カルデラ）

1回目 11月6日 黒部河川（総合土砂） 利賀ダム工事

現場見学 11月23日 11月迄（降雪期前） 黒部河川（総合土砂） 利賀ダム工事

第2回目 1月29日 黒部河川（総合土砂） 利賀ダム工事

H28年度の開催時期・実施内容は学校側と今後調整

◆建設系高校における講座の開設等

H27実績 カリキュラム H27年度 H28年度

1年生 2学期 9月8日 現場見学
（埋立浚渫協会共催）

伏木富山港湾 伏木富山港湾

2年生 2学期 12月11日 座学
（インフラの歴史と役割）

伏木富山港湾 伏木富山港湾

2年生 2学期 9月25日 現場見学
（建設業協会主催）

富山市・富山県・富山河国 建設業協会（事務所連携）

1～3年生 夏期 8月4～6日 現場見学
（ＳＡＢＯ体験学校）

立山砂防 立山砂防

1年生 2学期 10月27日 現場見学
（宇奈月ダム見学）

黒部河川 黒部河川

2年生 2～3学期 9月28日 現場見学
（海岸工事）

黒部河川 黒部河川

2年生 3学期 2月16日 講座 黒部河川 黒部河川

1学期 5月29日 現場見学
（建設業協会主催）

富山県・黒部河川 建設業協会（事務所連携）

1学期 6月19日 講座
（砂防工事について）

黒部・立山砂防 黒部・立山砂防

1～3年生 夏期 8月4～6日 現場見学
（ＳＡＢＯ体験学校）

立山砂防 立山砂防

2年生 2学期 10月2日 現場見学
（建設業協会主催）

高岡市･富山県・富山河国 建設業協会（事務所連携）

3年生 1学期 7月2日 現場見学 富山河国 富山河国

１年生 1学期 7月10日 現場見学 利賀ダム工事 利賀ダム工事

2年生 1学期 7月10日 現場見学 利賀ダム工事 利賀ダム工事

1・3年生 2学期 10月20日 現場見学
（建設業協会主催）

富山県･伏木富山･富山河国 建設業協会（事務所連携）

H28年度の開催時期・実施内容は代表事務所と学校側で今後調整

代表事務所（協力事務所） 県立大学：富山河国（立山砂防）

県立工業：伏木富山（立山砂防）

桜井高校：黒部河川（立山砂防）

高岡工芸：富山河国

南砺福野：利賀ダム

富
山
県
立
大
学

（
1
年
生

）

前
期

（
2
年
生

）

後
期

富
山
大
学

H28年度以降、調整

富
山
工
業

桜
井
高
校 3年生

高
岡
工
芸

南
砺
福
野
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：黒部河川事務所 

１．桜井高校の H28 年度活動に対する意見（H28.1.7 土木科稲垣科長に確認） 

 平成 27 年度に実施した活動すべてを平成 28 年度も継続実施して欲しい。 

２．建設業協会入善支部の H28 年度活動に対する意見（H28.1.15 嘉義事務局長に確認） 

平成 28 年度も共催の立場で協力していく。 

３．黒部河川事務所の H28 年度活動について 

①桜井高校並びに建設業協会入善支部のご理解を頂いたことから、平成 27 年度に実施

した活動内容すべてについて平成 28 年度も継続実施する。

②実施にあたっては、今年度の内容を検証し、より充実した内容で取り組むようにした

い。

③新規の活動内容はない。

※平成 28 年度取組予定（案）：別紙のとおり
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事
務
所

黒
部
河
川
事
務
所

担
当
課

調
査
課

担
当
者

伏
木
　
裕
二

学
部

学
科

役
職

氏
名

電
話

E
-
m
ai
l

富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校

土
木
科

科
長

稲
垣
　
利
治

0
7
6
5
-
5
2
-
0
1
2
0

in
ag
ak
i-

to
si
h
ar
u
@
ty
m
.e
d
.jp

対
象

時
期

実
施
内
容

場
所

３
学
年

５
下
旬
～
６
月
上
旬
現
場
見
学
（
土
木
工
事
の
施
工
法
、
目
的
が
理
解
で
き
る
現
場
）

未
定

富
山
県
建
設
業
協
会
富
山
河
川
国
道
事
務
所

２
学
年

９
～
1
１
月

現
場
見
学
（
土
木
工
事
の
必
要
性
や
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
理
解
で
き
る
現
場
）
海
岸
工
事

富
山
県
建
設
業
協
会
入
善
支
部

１
学
年

９
～
1
１
月

現
場
見
学
（
土
木
に
対
す
る
興
味
を
持
た
せ
る
現
場
）
宇
奈
月
ダ
ム
富
山
県
建
設
業
協
会
入
善
支
部

２
学
年

７
月
末
～
８
月
初
旬
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

－

部
活
土
木
部

８
月

現
地
見
学
（
身
近
な
土
木
施
設
を
学
ぶ
）

事
務
所
管
内

２
学
年

３
学
期
（
１
月
～
2
月
）
講
座
（
９
０
分
、
土
木
に
つ
い
て
）

※
民
間
と
公
務
員
の
仕
事
の
違
い

学
校

富
山
県
建
設
業
協
会
入
善
支
部

１
学
年
～
３
学
年

８
月

現
場
見
学
（
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
体
験
楽
校
）
２
泊
３
日
：
５
名
程
度

立
山
カ
ル
デ
ラ
内
立
山
砂
防
事
務
所

３
学
年

６
月

講
座
（
１
１
０
分
、
砂
防
に
つ
い
て
）

学
校

立
山
砂
防
事
務
所

北
陸
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
推
進
協
議
会
　
平
成
２
８
年
度
　
個
別
取
組
予
定
（
案
）

学
校
名

担
当
教
官

連
絡
先

支
援
・
連
携
状
況
（
機
関
、
業
団
体
等
）
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

事務所名：利賀ダム工事事務所 

・平成２８年度は大規模橋梁の上部工架設の最盛期になり、それらの現場見学や現地に

おいてダム事業の説明を中心に活動する。

・なお、大規模橋梁の平成２８年度の主な施工内容は、アーチ部の架設（庄川橋梁は４

～６月、豆谷橋梁は７～１１月）となります。現場見学のご希望がございましたら、

タイミングを逃さずにお越しいただきたい。

※現時点の予定工程等は別添資料のとおりです。
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利
賀
ダ
ム
庄
川
橋
梁
上
部
工
事

■
工
事
名
利
賀
ダ
ム
庄
川
橋
梁
上
部
工
事

■
工
事
箇
所
富
山
県
南
砺
市
利
賀
村
栃
原
～
長
崎
地
先

■
工

期
（
自
）
平
成
２
６
年
１
２
月
１
２
日

（
至
）
平
成
３
０
年
１
２
月
２
０
日

■
橋

長
３
６
８
．
０
ｍ

■
鋼

重
１
，
７
２
５
ｔ

■
有
効
幅
員
８
．
５
ｍ

■
橋

種
鋼
上
路
式
ア
ー
チ
橋

■
支
間
長

27
.2
＋

28
.0
＋

20
5.

0＋
36

.0
＋

36
.0
＋

34
.2

m

工
事
概
要

施
工
方
法

【
ST

EP
2】
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
設
備
組
立
，
ア
ー
チ
仮
支
承
据
付
（
施
工
年
度

H2
7年
末
）

【
ST

EP
3】
斜
吊
設
備
組
立
，
ア
ー
チ
部
架
設
，
斜
吊
設
備
解
体
（
施
工
年
度

H2
8年
春
～
夏
）

【
ST

EP
5】
合
成
床
版
架
設
・
床
版
工
，
桟
橋

(左
岸

)解
体
（
施
工
年
度

H2
9年
春
～
冬
）

Ａ
１

Ｐ
１

Ｐ
２

Ｐ
３

Ｐ
４

Ｐ
５

Ａ
２

Ａ
１

Ｐ
１

Ｐ
４

Ｐ
５

Ａ
２

庄
川

【
ST

EP
6】
舗
装
工
（
施
工
年
度

H3
0年
）

庄
川
橋
梁
上
部
工
事
（

H2
6～

30
）位
置
図

側
面
図

上
部
工
断
面
図

Ａ
１

Ｐ
１

Ｐ
２

Ｐ
３

Ｐ
４

Ｐ
５

Ａ
２

Ａ
１

Ｐ
１

Ｐ
２

Ｐ
３

Ｐ
４

Ｐ
５

Ａ
２

【
ST

EP
4】
支
柱
・
補
剛
桁
架
設
，
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
設
備
，
道
路
防
護
工
，
桟
橋

(右
岸

)解
体
（
施
工
年
度

H2
8年
夏
～
冬
）

Ｐ
２

Ｐ
３

Ａ
２

Ｐ
５

Ｐ
４

Ｐ
３

Ａ
１

Ｐ
１

Ｐ
２

(4
月

)
(4
～

6月
)

(6
・

7月
)

(7
～

9月
)

(9
・

10
月

)
(1

0・
11
月

)
(1

1・
12
月

)

(5
・

6月
)

(6
～

9月
)

(1
0～

12
月

)

平
成

28
年

1月
時
点
の
予
定
工
程
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利
賀
ダ
ム
豆
谷
橋
梁
上
部
そ
の
２
工
事

■
工
事
名
利
賀
ダ
ム
豆
谷
橋
梁
上
部
そ
の
２
工
事

■
工
事
箇
所
富
山
県
南
砺
市
利
賀
村
大
豆
谷
地
先

■
工

期
（
自
）
平
成
２
６
年
１
２
月
２
３
日

（
至
）
平
成
３
０
年
７
月
３
１
日

■
橋

長
２
５
９
．
０
ｍ

■
鋼

重
２
，
５
２
１
．
６
ｔ

■
有
効
幅
員
８
．
５
ｍ

■
橋

種
鋼
中
路
式
ロ
ー
ゼ
ア
ー
チ
橋

■
支
間
長

21
7.

8＋
39

.8
m

工
事
概
要

【
ST

EP
6】
床
版
工
，
橋
面
工
（
施
工
年
度
Ｈ
２
９
年
）

【
ST

EP
2】
ベ
ン
ト
設
備
組
立
，
補
剛
桁
送
出
し
架
設
（
施
工
年
度
Ｈ
２
７
年
末
）

【
ST

EP
4】
Ｐ
１
側
ア
ー
チ
部
ト
ラ
ベ
ラ
ク
レ
ー
ン
架
設
（
施
工
年
度
Ｈ
２
８
年
夏
）

【
ST

EP
5】
垂
直
材
・
ア
ー
チ
部
ト
ラ
ベ
ラ
ク
レ
ー
ン
架
設
（
施
工
年
度
Ｈ
２
８
年
秋
）

Ｐ
１

Ａ
２

Ａ
１

Ｐ
１

Ａ
２

Ａ
１

Ｐ
１

Ａ
２

Ａ
１

Ｐ
１

Ａ
２

利
賀
川

施
工
方
法

Ａ
１

豆
谷
橋
梁
上
部
そ
の
２
工
事
（

H2
6～

30
）

側
面
図

ア
ー
チ
部
断
面
図

位
置
図

Ａ
１

Ｐ
１

Ａ
２

【
ST

EP
3】
横
桁
・
縦
桁
・
横
構
・
上
部
検
査
路
架
設
，
Ａ
１
側
ア
ー
チ
部
・
補
剛
桁
架
設
（
施
工
年
度
Ｈ
２
８
年
春
）

【
ST

EP
7】
舗
装
工
（
施
工
年
度
Ｈ
３
０
年
）

(4
・

5月
)

(6
月

)

(7
・

8月
)

(9
～

11
月

)

平
成

28
年

1月
時
点
の
予
定
工
程
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平成２８年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

今年度の取り組みを基にして、継続した次の活動を予定しております。 

① 建設コンサルタントＰＲ冊子「建設コンサルタントってどんな仕事」を北陸支部管内

の建設系大学等９校に配布し、学校からの要望に基づき、「建設コンサルタントの業務」

「キャリアプラン」等について説明会を継続して実施する予定

② 平成１６年から「社会貢献活動」の一環として、北陸支部管内の小学校、中学校へ「出

前講座」のチラシ等を配布し、学校からの依頼に基づいて出前講演を行っており、

平成２８年度も継続して実施する予定

③ 北陸支部会員各会社において、平成２８年度もインターンシップの受入れの募集を

行い、建設コンサルタント業務などの実習・体験など行ってもらう予定

④ 北陸支部主催の「業務・研究発表会」に、今年度と同様に学生からの講演を予定して

おり、北陸支部管内の建設系の大学等にも聴講案内を行う予定

⑤ 今年度、現在制作中の第２弾「建コンＰＲ動画」についても、第１弾同様に行政機関

の後援をいただき、チラシ等を北陸支部管内の高等学校に配布する予定

⑥ 建設コンサルタントをＰＲする冊子の整備並びに第３弾の動画製作を予定

⑦ 建設コンサルタンツ協会本部が作成した大学生向けリーフレット及びポスターを活用

して、関係大学等へ広く広報する予定

⑧ 今年度と同様に、学校からの要望に基づいて、講演会や講師の派遣等を行う予定

⑨ 今年度と同様に、担い手確保・育成促進協議会、行政機関等と連携して、現場見学会、

講師派遣等を行う予定

2
2
2
2
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平成２８年度の活動予定（新たな取り組み等） 

  ・ 

資料６ 

○（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部

・今年度の取り組みを基に、継続した活動を予定

○（一社）石川県測量設計業協会

・「測量の日」の記念事業として、『測量教室』を金沢、加賀、能登地区の３小学校で開催

○（一社）石川県地質調査業協会

・工業系高校を対象に、地質調査の魅力を伝える説明会を開催予定

○（一社）石川県建設業協会

・今年度の取り組みを継続すると共に、内容の拡充を図る

○金沢大学

・産学官の連携による特別講演会を継続的に実施

○金沢工業大学

・３年生授業「進路セミナーⅠ」を継続実施

・３年生及び大学院１年生を対象にインターシップの充実を図る

・建設業界のイベントや各種シンポジウムに４年生、大学院生を参加させる

○石川高専  

・現場見学会を積極的に授業に取り入れる

・インターシップの実施及び専攻科１年の必須

・建設フェアー等の様々な企画に積極的に参加

○石川県立小松工業高校

・現場見学会、インターシップの実施

○石川労働局

・建設プロジェクトの推進等引き続き実施

○石川県

・高校生（普通科等高校）、女子生徒、児童・保護者、経営者向け、現場見学会等の実施

○石川県教育委員会

・平成２８年１１月５、６日 第２６回全国産業教育フェアー石川大会の開催等

○金沢河川国道事務所

・事務所独自の「現場見学会提案工事」の試行

・普通科等高校、教員を対象にした、現場見学会を引き続き開催

○日本建設業連合会北陸支部    

・土木学会新潟会との共催で小学校高学年を対象にした「親子工事見学会」について

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

P28 

P29 

P30 

P31 

P32 

P33 

P34 

平成２８年 ３月２４日 

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 

（石川県部会）

P36 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

今年度の取り組みを基にして、継続した次の活動を予定しております。 

① 建設コンサルタントＰＲ冊子「建設コンサルタントってどんな仕事」を北陸支部管内

の建設系大学等９校に配布し、学校からの要望に基づき、「建設コンサルタントの業務」

「キャリアプラン」等について説明会を継続して実施する予定

② 平成１６年から「社会貢献活動」の一環として、北陸支部管内の小学校、中学校へ「出

前講座」のチラシ等を配布し、学校からの依頼に基づいて出前講演を行っており、

平成２８年度も継続して実施する予定

③ 北陸支部会員各会社において、平成２８年度もインターンシップの受入れの募集を

行い、建設コンサルタント業務などの実習・体験など行ってもらう予定

④ 北陸支部主催の「業務・研究発表会」に、今年度と同様に学生からの講演を予定して

おり、北陸支部管内の建設系の大学等にも聴講案内を行う予定

⑤ 今年度、現在制作中の第２弾「建コンＰＲ動画」についても、第１弾同様に行政機関

の後援をいただき、チラシ等を北陸支部管内の高等学校に配布する予定

⑥ 建設コンサルタントをＰＲする冊子の整備並びに第３弾の動画製作を予定

⑦ 建設コンサルタンツ協会本部が作成した大学生向けリーフレット及びポスターを活用

して、関係大学等へ広く広報する予定

⑧ 今年度と同様に、学校からの要望に基づいて、講演会や講師の派遣等を行う予定

⑨ 今年度と同様に、担い手確保・育成促進協議会、行政機関等と連携して、現場見学会、

講師派遣等を行う予定
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：（一社）石川県測量設計業協会

平成２８年度は、当協会の創立 50 周年にあたる年であることから、例年 金沢地区

小学校１校を対象に「測量の日」の記念事業である「測量教室」の開催を金沢地区、

加賀地区、能登地区の３小学校で実施する予定で準備を進めている。 

① 授業内容

室内授業 ： 経緯度と日本の測量について学ぶ 

野外授業 ： ドローンを使った授業等 

② 対象者 ： 小学校生 ５年生

③ 会場  ： 最寄り図書館、小学校教室、グランド等 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：(一社)石川県地質調査業協会 

・工業系高校を対象に地質調査業の魅力を伝える説明会を開催予定。
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：（一社）石川県建設業協会 

◎平成 27 年度の取り組み事業を継続するとともに、以下の内容の拡充を図る。

１．普通高校への意見交換会の拡充を図るとともに、現場見学会を通して各校の普通科

高校生に建設産業の社会的役割や魅力について広く理解を求める。 

２．高校生の保護者との意見交換会の拡充を図るため、実施高校を拡大して生徒の進路

決定に影響力を持つ保護者に建設業界のことを理解してもらう。 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：金沢大学

今年度実施した特別講演会に対する学生さん達からの意見（今回の特別講演会に参加

して，興味・関心を持ったこと，もっと知りたい事，自分の将来に向けて役立ったこ

となどを，“講演者ごとに記述，講演会への希望）とりまとめて分析して，来年度の

開催に向けた資料とする． 

大方の学生さん達からは，このような内容（一つの公共工事の計画から完成までに，，

各種の職種の方々がどのような形でこの工事に携わっていくかをそれぞれの立場（公

務員，コンサルタント，建設会社）から講演いただく）での講演が非常に役立ったと

の意見，会場ではためらっているものの多くの質問事項が寄せられている． 
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平成２８年度の活動予定 

    機関名・団体名：金沢工大 環境土木工学科 

 

・金沢工大 環境土木工学科 平成 28 年度３年生授業「進路セミナーⅠ」を平成２７年

度と同様に開講。その内容については、やはり、建設界から各講師を招き、それぞれの

業務内容、魅力、役割、などについて紹介して頂きたい。４５分授業として、各講師に

はビデオ、パネル、模型、などを駆使して人材確保と育成に努めて頂きたい。 

・金沢工大 環境土木工学科 ３年生および大学院１年生対象のインターンシップの充実

を図りたい。金沢工大進路開発センター産学連携推進部を窓口に、８月からの夏休み期

間内にて、できるだけ多くの学生に参加を促したい。このため、建設界からもより多く

のインターンシップ受入れ体制を願いたい。従来より、国交省、自治体などの受入れ情

報は届きやすいが、反面、建設業界（建設業連合会、建設コンサルタント協会、地質調

査業協会、・・など）の協会（や受入れ会社のリスト等）からの情報が届きにくい現状

にある。なお、本校学生は地元の建設界にインターンシップ希望が多い傾向にある。 

・国交省、自治体や事業者および業界のイベントや各種シンポジウムに本学４年生や大学

院生を参加 させ、必要であればこれまでに取組んだ研究、教育を積極的に報告・発表

させていきたい。例えば、国交省主催「雪みらい」などに学生を参加させ、時間枠があ

れば研究発表をさせて行きたいが。このため、建設界のイベントや各種シンポジウムの

案内を大学に届けてほしい。 
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平成２８年度の活動予定 

 機関名・団体名：石川高専      

 

 在校生については、 

 

現場見学を積極的に授業に取り入れ、インターンシップについては、本科４年生は

夏休み中に１，２週間、専攻科１年は９月から１２月までに約３ヶ月実施する。本科

４年生は、希望者であるが、全員が経験するよう指導を行う。また、専攻科１年の場

合、必修で実施する。 

 

また建設フェアーなどの様々な企画には積極的に参加する。 

  現場見学は、事前準備、事後の学習で充実を図る。 

 

小学生から中学生およびその保護者に対しては、 

  文化祭での広報活動、 

  出前授業での広報活動 
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平成２８年度の活動予定 

機関名：石川県立小松工業高等学校 

・第２６回全国産業教育フェア石川大会（さんフェア石川２０１６）

2016 年 11 月 5・6 日（土・日） 

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/~zensan/NC2/htdocs/index.php?page_id=0 

校内予定 

・現場見学 7月（予定）

1年全員 協力 一般社団法人石川県建設業協会 

2年全員 協力 国土交通省北陸地方整備局 

3年全員 協力 石川県建築士会小松能美支部 

・インターンシップ 3日間（10月）

2年 全員 建設業を就業体験し建設業への進路選択の一助とする。 

・デュアルシステム 10日間

3年 5月から 6月 （昨年度実績） 

  3社 丸西組 江口組 吉光組 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：石川労働局 職業対策課 

◆建設業に係る本年度の取組

・建設プロジェクトの推進（ハローワークにおいてのマッチングの強化）

未充足求人フォローアップ、 建設求人情報誌の作成配付、就職面接会の実施

・建設労働者確保育成助成金などの助成金制度の周知・活用

パンフレットの配付、各会議等に係る助成金制度の案内、ＨＰによる周知

・雇用管理改善促進事業の推進

雇用管理改善促進事業（委託事業）による適正な雇用管理に係る集団的な普及・啓発の実施、雇用

管理改善啓発セミナーの開催を実施。

（平成 27 年度に引き続き実施） 
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：石川県

（１）高校生（普通科等高校）向け

・現場見学会

→建設現場の見学や実際の仕事の説明などを行い、建設業に対する正しいイメー

ジの定着を促し、建設業への入職意欲向上を図る。

・教師・生徒との意見交換会

→生徒に対する建設業のＰＲや企業で働く先輩との意見交換のほか、教師と業界

との意見交換も行い、建設業への入職促進に関する現状・課題等への理解促進

を図る。

・学校訪問

→建設業に一定の就職実績がある高校を訪問し、学校側との更なる連携強化と相

互理解の促進を図る。

（２）女子生徒向け

・建設業で働く女性職員との意見交換会

→県内建設企業で働く女性職員の話を直接聞ける機会を設け、建設業への女性の

入職促進を図る。

（３）児童・保護者向け

・子供向け土木イベント「目指せ！土木エンジニア」

→土木に関するイベントを通じて、土木に対して親しみを持ってもらうほか、子

供の成長に大きな影響力を持つ保護者に対しても、建設業へのイメージアップ

を図る。

（４）経営者向け

・人材確保に関する意識改革セミナー

→建設業意識改革セミナーにおいて、効果的な人材確保対策をテーマとした研修

を行い、人材確保に関する取組の改善を図る。
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平成２８年度の活動予定 

機関名：石川県教育委員会

 平成２８年１１月５日（土）、６日（日）に、第２６回全国産業教育フェア石川大会が、

石川県産業展示館にて開催されます。その中で、石川県の産業を紹介する企業ブースを設

ける予定です。その際のブース出展に関しまして、貴協議会におかれましてもご協力をお

願いしたいと考えております。詳しくは、一度ご連絡させていただき、関係書類を持参し、

ご説明に伺いたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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平成２８年度の活動予定 

機関名：金沢河川国道事務所

○平成２７年度に引き続き、北陸地方整備局（金沢河川国道事務所）の独自の

取り組みを継続する。

１・現場見学会提案工事の実施 

・平成２７年度試行の「現場見学会提案・実施モデル工事」の実施を受けて、今年度

より事務所独自の、「現場見学会提案工事」を試行する。対象としては、工事実施地区

の小学校、中学校、工業系の高校とする。 

２・普通科等高校の教員を対象に現場見学会を実施 

・昨年度、実施した普通科等高校の教員を対象とした現場見学会を実施する。（就職担

当の先生に、建設界への理解と魅力を感じてもらい、就職指導の参考として頂く） 

３・インターシップの実施 

１）キャンプ砂防

砂防を専攻する大学生、又は砂防に関心のある大学生等を対象に今年度も、キャン

プ砂防を実施する（実施時期：８月下旬） 

２）長期インターシップの受け入れ

実習期間が、３ヶ月の長期インターシップを今年度も受け入れ、今後の就職活動

に活かしてもらう。 

３）夏期実習生の受け入

建設界の担い手確保の観点から、積極的に夏期実習生を受け入れる。

４・各機関・団体との連携による取り組みの実施 

１）金沢大学の学生を対象に「産学官」が連携した特別講義を実施

・今年度で２年目となる「建設の仕事（公務員・測量・コンサルタント・建設）す

べて見せます」と題して実施した特別講義を引き続き実施する。 

２）金沢工業大学の平成２８年度１年生を対象とした、現場見学会の実施

・「学官」の連携として、大学での講義及び現場見学を実施する。 
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３）連携した現場見学会の実施

・直轄工事において、各機関・団体と連携した現場見学会を実施する。前年度の事

例として、輪島道路（能越監督官室）での取り組みを、他の工事箇所でも先進事例

として参考にし、積極的に進める。  
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平成２８年度の活動予定 

機関名・団体名：日本建設業連合会北陸支部 

① 土木学会新潟会との共催で小学校高学年を対象にした「親子工事見学会」について

は、引き続き今年も実施することとしています。

見学場所については、６月頃に選定することとし、特に親の理解が深まるような企

画を検討していきます。

② 「市民現場見学会」については、担い手協新潟部会の計画に基づき、今年度は新潟

大学の学生が対象になりますが、引き続いて富山、石川方面の見学会も検討してい

きます。

※日建連北陸支部として、各県ごとの個別活動ではなく、北陸支部管内で広く活動が実

施されるように、複数個所での見学会の企画・実施運営を進めてまいります。
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